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「音楽科教育演習」におけるルーブリックを活用したアクティブ・ラーニングの取組み

【14】　社会で活躍するために必要と考える能力要素　
　図８のデータは平成21年度就職支援体制調査事業（経済産業省）の中から、学生と企業との意識の
ギャップが顕著に現れている資料で、様々な論文などでも頻繁に使われているものである。
　このデータの「企業」を「教育現場・学校」に置き換えても共通点が多く、現在取り組んでいるア
クティブ・ラーニングの将来あるべき姿とも重ね合わせながら分析し、役立てる資料としたい。
　 

図８　学生と企業との能力意識のギャップ

　また、図９・10に示したように、企業が「学生に求める能力要素」と、学生が「企業で求められて
いると考える能力要素」に大きな差異が見られる。

図９「身につけていると思う能力」での意識の差 図10　学生と企業間で大きな意識の差異が見られるもの

　企業が学生に対し「主体性」・「粘り強さ」・「コミュニケーション能力」といった「社会人基礎力」
に類する内面的な基本能力の不足を感じている一方、学生はそれらの能力要素への意識は低く「自分
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は既に身につけている」と考える傾向が見られる。
　・ 学生は「語学力」・「業界に関する専門知識」・「PCスキル」などの不足感を感じている一方、企

業側はそれらの能力要素に対し特に不足感を感じていない。つまり、企業側が「学生に求める能
力要素」と、学生が「企業から求められていると考えている能力要素」ならびにその水準には大
きなギャップが存在する。

　・企業・学生ともに、３つの社会人基礎力「前に踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力」の中
では「前に踏み出す力」を重視し、「社会人基礎力」の12の要素の中では、企業・学生ともに「実
行力」を最も重視している。同時に、「主体性」への回答も多いことから、社会で活躍するのは「自
ら進んで実行できる人間」であるとの意識が強いと考えられる。一方、外国人留学生は「創造力」
「実行力」を重視する意識が高いことが見られることから、グローバルな視点からの能力を育成
することも大切である。

【15】総括
　 2016年12月、中教審は2020年度から小中高校において順次全面実施する次期学習指導要領の改定
案を文部科学相に答申した。その答申内容は『「何ができるようになるか」　「どのように学ぶか」な
どの視点で指導要領を見直すべきだと指摘。育成する力の明示や、児童生徒が主体的に授業に参加す
る「アクティブ・ラーニング」の全教科での導入を決めた。』というものであり、全面実施については、
小学校が20年度、中学校が21年度、高校は22年度の新入生から学年ごとに順次実施するとされている。
　本学では、平成24年度文部科学省「大学間連携共同教育推進事業」選定取組み「主体的な学びのた
めの教学マネジメントシステムの構築」の一環として、平成25年度より本年度に至るまで「ルーブリッ
クを活用したアクティブ・ラーニングへの試行」として、「音楽科教育演習」の実践と開発を行って
いるが、このプログラムこそ次期指導要領に対応できる教員養成プログラムと言える。
　アクティブ・ラーニングは、学ぼうとする目標とその段階を明示すること（ルーブリック）を基本
とする。それを活用した客観的な自己評価及び他者（第三者）評価がアクティブな行動を促すのであ
る。
　人は常に自己評価と他者評価に基づいて行動している。そして、自己評価は他者評価の影響を受け
ている。
　つまり「私のことは私なりにこう思っているが、他人は私のことをどう思っているのだろうか。」
という意識が日常の行動を支配しているのである。それ故に、授業における他者評価は自己の行動に
大きく影響する。実際に、自己評価と他者評価（平均点）が比較できる個人別評価表（様式１）では、
上級学年になるほどその影響が顕著に現れている。
　このように、アクティブ・ラーニングには「ふりかえり」のプログラムが重要となる。「ふりかえり」
には２通りの答えがある。１つは「私は自分のことをこの程度だと思っていたが、他人は意外と高く
評価してくれているのだ。」という答え。もう１つは「私はこのことにかなり自信を持っているが、
他人は意外と評価してくれていないのだ。」という答えである。前者によって行動がより積極的になっ
た者や、後者によって行動が謙虚になった者など多くの具体の事例が見られる。
　いずれにしても学年が上がるごとに自己評価が上がり、それに伴って他者評価も上がっていること
は興味深いことである。
　最後に、もう一度このプログラムの原点である「評価する」という行動を考えてみよう。
　教育現場では「成績評価」「人物評価」など、毎日の生活が評価の連続と言っても過言ではない。
例えば、日常の生活指導において、「この子はどんな生徒ですか」との質問に答えなければいけない。
保護者の性格も知っておかなければ対応に困ることがある。全て「人を見る眼」である。このような
ことを訓練し、常に研ぎ澄ました気持ちを持つことは、教員養成課程で大きな意味を持っている。
　そのためには、自らが積極的に行動しないと「人を見る眼」は生まれない。すなわち、他者評価は
できないのであり、このことを理解してこそアクティブ・ラーニングが形成される。
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「音楽科教育演習」におけるルーブリックを活用したアクティブ・ラーニングの取組み

   一方、学習する上でアクティブ・ラーニングの欠かせない要素に「興味」がある。興味があること 
（興味を持たせること）、好きなことを素地として「何をどのように学ぶか.・学ばせるか」に取り組
むべきである。
　本学で行っている「音楽科教育演習」では、教育現場でのコンサートを企画・運営し、そこに求め
られる「何を、どのような演奏形態で表現するか」という課題に履修学生全員で取組み、その成果が
着実に「将来の教職への期待と自信」へと繋がってきており、アクティブ・ラーニングへの取組みが
目に見えるかたちで結実してきていることが検証できた。
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